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研究成果の概要（和文）： 

新興経済圏としてのフィリピンの市場開発と貧困解消をどのように解決していくべきか、そ

の理論的解明と実践的モデル化を追及してきた。その中心的作業は、「現地コミュニティの知

識・知恵を踏まえた国際的ソーシャル・ビジネス」型の「現地 NGO と日系企業を軸とした独自

の国際的ビジネス生態系モデル」の開発となった。現地調査を通して判明しえたことは、貧農

女性とマイクロビジネスへのマイクロファイナンシングの重要性と、現地の自律的ビジネス生

態系の構築に果たすサリサリストアの重要性、ならびに NGO と多国籍企業との協働のシステム

造りにあるという点であった。 

 
研究成果の概要（英文）： 
 The members have done some researches to attain theoretical and practical models regarding to solve 
problems of market developments and the poverty reduction issues under the process of the 
globalization of business activities by Multinationals. What we have focused on are developing and 
providing local embedded international business eco system through collaborations between local NGOs 
and Japanese Multinationals, which is based on the international social business developed through 
knowledge and wisdom of local communities in Philippines.  We have finally found out are that roles of 
micro-financing for rural landless women and local micro businesses, roles of “sarisari store” for the 
self-sustaining business eco system, and roles of collaboration systems which between NGO and 
Multinationals are crucial. 
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１．研究開始当初の背景 

((((1111))))    本研究プロジェクトのメンバーは、国際経 

営戦略論および知識移転と知識創造のメカ 

ニズムを中心的に研究してきた。特にここ数 

年、中心的メンバーは「多国籍企業の BOP 

（Base/Bottom of the Pyramid）戦略と製品 

開発における現地子会社や現地研究機関の 

役割」を「現地の知恵や知識の創造」の視点 

から検証してきた(Iguchi:2010,金綱： 
2010,Takahashi:2010,Hayashi:2007, Iguchi and  
Hayashi:2009, Hayashi and Nakayama:2009）。こ 

れらの研究において BOP の視点から参考にし 

てきた中心的理論は、C.K.Prahalad(2002)、  
G.Lodge(2002), G.Lodge and C.Wilson(2006), 

A.Hammond and C.K.Prahalad(2004), S.Jain  
and V.Sishil(2006)、S.Hart(2007)等にあった。 

しかし、これらの諸研究は確かに重要な問題 
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提起を含んで入るが、当然のことながらネス 

レ、シェル、P&G 等の欧米系多国籍企業をモ 

デルにしたものであり、日系企業のものづく 

り能力を活かした形での現地企業やＮＧＯ 

との協働のシステム造りに対しては必ずし 

も適合的な理論とは言えなかった。 そこで、 

今回のプロジェクトメンバーは、日系企業に 

よるソーシャル・ビジネス型 BOP 戦略モデル 

を、フィリピンでの事例を軸に、日系企業固 

有のビジネス生態系モデルとして理論的構 

築を計ることになった。 

(2)(2)(2)(2) 代表者は 2010 年 3 月まで在籍していた立

教大学がグラミン銀行、BRAC 大学、ダッカ大学

およびアテネオ大学との提携によって 2009 年

に設立した AIIC(Asian Institute for Intellectual 
Collaboration)の当初からのプロジェクトメンバ

ーであった。この AIIC 主催の国際シンポジュー

ムにおいて同銀行総裁 M.ユヌス氏（ノーベル平

和賞受賞）、世界最大の NGO の BRAC 総裁 F.アベ

ッド氏から主催者に対して、以下の問題提起が

成された。それはすなわち「日系企業と現地 NGO

との協働による発展途上国の貧困解決に向けた

独自のビジネス・モデルをいかに開発していく

か」、という課題であった。そこで代表者は、フ

ィリピンNGOにもっとも精通しているAIIC特任

教員教授の伊藤道雄氏（本研究プロジェクト連

携研究者）と共にこの理論的実践的課題に取り

組んできた。 

((((3333))))  今回のプロジェクトメンバーは、ここ 2

年間、フィリピン現地を数度訪問して、国際的

にも評価の高い同国最大の NGO である

PBSP(Philippine Business for Social Progress)との協力

のもとに、同 NGO が協賛企業 275 社と共同で行

っている「貧困解消プログラム」とそこに参加

している日系企業（4 社）の BOP 戦略の理論的

課題と実践的課題の双方に取り組んできた。そ

してフィリピンの F.Aldaba 教授(Atheneo de 

Manila University)および F.Diola 准教授

(University of the Philippines)が同 NGO との

協力関係にあることから、日本側のメンバーも

これら二人の研究者とともに現地の所属大学で

数度、研究会をもって意見を交換してきた。 

 

２．研究の目的 

多国籍企業が事業活動をグローバルな規模で展

開する中で、新興経済圏の市場開発と貧困解消

とをどのように解決していくのか、その理論的

解明と実践的モデル化を追及する。その中心的

中身は、「現地コミュニティの知識・知恵を踏ま

えた国際的ソーシャル・ビジネス」型の「日系

企業を軸とした独自の国際的ビジネス生態系モ

デル」の提起を目指したものである。 

 

３．研究の方法 

 それぞれの研究分担と課題は下記の図の通り

であった。 

 

    
    
    
    
    
    
    
 

 

 

 
 
 
 
 
 

 

 

 

研究対象として、当初フィリピン最大の NGO 

組織、PBSP を中心にしていたが、調査を進め 

る過程において、同国最大のマイクロファイナ 

ンス事業を行っている NGO 組織の CARD 

に対象を切り替え、同 NGO が現地の土地な 

し貧農女性とサリサリストアに対して行って 

いる貧困解消プログラムを中心に調査分析し 

てきた。 

チームメンバーは現地で行うと同時に情報を 

共有してフィードバックしあい、最後に上記 

チーム共同の新たな「ビジネス生態系モデル」 

の理論化を図ってきた。 

 

４．研究成果  

新興国における BOP 層の貧困解消に向けた現

地独自のビジネス生態系の開発の視点から、

フィリピンにおける CARD Inc.によるサリサリ

ストアの発展戦略を調査研究した結果は以下

の点が指摘されうる。農村でのサリサリスト

アのシステムは CARD Inc.によるマイクロファ

イナンスとビジネスサービスを背景に合理化

され、収益力を高めてきた。そして一部のサ

リサリストアはインフォーマル・セクターか

らフォーマル・セクターへの発展を遂げてき

た。しかしながら、他方では、こうしたサリ

サリストアの販売品目の構成を吟味すると、

コカコーラやネスレ、さらには味の素のよう

な多国籍食品企業やフィリップモリスのよう

なたばこ企業、またユニリーバを代表とする

トイレタリー系の多国籍企業の製品が増加し

てきた。たしかにこれによって、これら多国



 

 

籍企業の製品は、小分けで販売され、低所得

の現地 BOP 層でも購入可能なように工夫され

ている。しかしながら、こうした製造業、小

売業を問わず多国籍企業がグローバルな規模

での生産と調達のネットワークを通して現地

のインフォーマル・セクターに持ち込んでき

た商品群は、現地の「地産地消型のビジネス

生態系」を無視しえない程度に侵食してきた。 

こうした傾向に対する CARD Inc.の対抗戦略

は、現地独自の PB(Private Brand)製品の開発

や Micro 生産者による、「地産地消型のビジネス

生態系」の再構築を図ることにある。 

こうした試みが成功すれば、農村の崩壊と都

市のインフォーマル・セクターの拡大のメカニ

ズムから、農村におけるフォーマル・セクター

の構築と安定就業層の拡大のメカニズムへの展

望が切り開かれることにつながる。 

同時に、現地 NGO(PBSP および CARD)にとって

も、多国籍企業との協働を通して、バランガイ

の貧困層を顧客や消費者としてだけではなく、

彼らの知恵や起業家精神を取り込みながら、技

術的により現地に適応した製品やサービスの開

発と生産にパートナーとして参加させていく仕

組み作りも必要性を増してきている。その際、

重要な点は、こうした試みにおいてサリサリス

トアが重要な結節点としての役割を果たしうる

ことも明らかとなった。 

なお、この成果は、海外の各種ジャーナルに

投稿中であり、2014 年 9 月に東京で開催される 

IFSAM(International Federation of Scholarly 
Association of Management:国際経営学会連合）

のシンポジュームで発表することになっている。 
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